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恭
夜
新

千
戌
晨
後
の
「亥
年
」
新
年

様
々
な
災
い
の
無
き
事
を
祈
り
ま
す
。

平
成
二
十

一
年
と
新
元
号
元
年

の
年
が
穏
や
か
に
あ
け
ま
し
た
。

昨
年
は
異
常
気
象
で
災
害
が
多

発
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ
る
気
候

変
動
が
要
因
と
か
。
加
え
て
米
中

の
経
済
摩
擦
、
色
々
な
国
際
間
の

協
定
離
脱
に
よ
る
経
済
の
不
透
明

化
、
消
費
税
が
１０
％
に
な
る
事
、

景
気
が
ど
う
な
る
か
様
々
な
問
題

が
有
り
ま
す
。

中
国
で
は
カ
ー
ド
決
済
に
移
行

中
ら
し
い
、

ス
マ
ホ
決
済
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
仕
組
み
を
理
解
し
な

い
と
損
す
る
場
合
も
あ
る
。
「
ぼ
―
っ

と
し
て
い
る
と
、
チ

コ
ち

ゃ
ん
に

＞

叱
ら
れ
ま
す
よ
―
」

区
　
反
対
に
依
存
し
す
ぎ
て
混
乱
も
、

“

年
末
一
部
の
送
信
側
の
ト
ラ
ブ
ル

成

で
多
く
の
人
が
右
往
左
往
す
る
こ

と
に
な

っ
た
事
例
の
よ
う
に
、
頼

り
す
ぎ
な
い
工
夫
を
し
て
、
メ
モ

等
持

っ
て
な
い
と
連
絡
が

つ
か
ず

大
変
な
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
ど
ん
ど
焼
き
作
成
も
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
正
月
行
事
が
年
々
す

た
れ
て
ゆ
く
の
が
寂
し
い
で
す
。

四
月
か
ら
年
度
切
替
え
で
新
役

員
が
誕
生
し
て
公
民
館
活
動
に
入

っ

て
行
き
ま
す
。
不
慣
れ
な
分
戸
惑

い
も
有
る
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

どんど焼き完
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平
成
二
十

一
年
も
穏
や
か

な
気
候
の
中
、
元
旦
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
南
ア
ル
プ
ス

か
ら
昇
る
平
成
最
後
の
初
日

の
出
を
拝
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

は

「
災
」
わ
ざ
わ
い
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
地
震
・豪
雨
・

台
風
・
猛
暑
な
ど
災
害
が
各

地
で
発
生
し
自
然
災
害
の
脅

威
を
痛
感
し
た
年
で
し
た
。

ま
た
災
害
の
経
験
か
ら
多
く

の
人
が
自
助
共
助
の
大
切
さ

を
再
認
識
致
し
ま
し
た
。
お

陰
様
で
こ
の
萩
の
郷
は
、
大

過
な
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
災
害
が
い

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

杉

田

洋

一
+キ■キ■十■キ

切
に
し
て
自
治
活
動
等
に
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
す
る

所
で
御
座
い
ま
す
。

消
防
団
三
班
の
詰
所
と
車

庫
の
新
築
工
事

（写
真
）
が

区
民
会
館
前
の
広
場
で
二
月

中
頃
の
完
成
を
目
指
し
て
始

ま

っ
て
お
り
ま
す
。
下
市
田

の
中
心
地
で
あ
り
ま
す
区
民

会
館
周
辺

へ
防
災
の
拠
点
が

移
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
若

い
世
代
の
皆
様
と
共
に
下
市

田
の
安
全

・
安
心
を
考
え
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
市
田
工
業
団
地
の
続
き

に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
リ

ニ
ア
ガ
イ
ド
ウ
エ
イ
エ
場
と

農
免
の
先
線
、
水
天
宮
と
明

神
橋
の
間
の
拡
幅
工
事
も

予
定
通
り
推
移
さ
れ
て
お

り
平
成
二
十

一
年
度
よ
り

工
事
に
取
り
掛
か
る
こ
と

に
成

っ
て
お
り
ま
す
。
地

元
の
皆
様
や
地
権
者
の
皆

様
に
ご
協
力
頂
く
中
で
安

全
に
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

又
萩
山
郷
土
芸
能
保
存

会
で
は
春
の
お
祭
り

「
祈

年
祭
」
に
向
け
て
準
備
が

始
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
萩

つ
発
生
す
る
か
わ
　
の
郷
の
五
穀
豊
穣
と
無
病
息

思
い
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く

か
り
ま
せ
ん
。
近

災
を
願
い
、
区
民

一
九
と
な
っ
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

所
付
き
合
い
を
大

て
賑
や
か
に
開
催
し
た
い
と

¨
松
岡
城
址

「秋
の
陣
」

画̈
贅
‥し、
ユ
乳
・碑
一
魏

　̈
～
松
岡
城
で
遊
ば
う
～
　
な̈Ｐ．畑
晴‐‐曜献
製に

¨
　

松
岡
城
址
愛
護
会

松

村

　

一
¨
五
十
数
名
の
大
勢
の

昨
年
十
月
二
十

一
日
松
岡

城

「
秋
の
陣
」
～
松
岡
城
で

遊
ぼ
う
～
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
護
会

で
は
永
年
秋

に

「
松
岡
城
址
秋
を
観
る
会
」

を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
歌

・
演
奏
な
ど
の
発
表
会

を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
内
容
を
変
え
、
子
供

さ
ん
方
の
遊
び
を
通
じ
て
松

岡
城
の
守
り
の
仕
組
み
や
強

さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
、
子
供
さ
ん
に
歴

史
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ

く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
企

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

最
初
に
全
員
で
城
址
内
の

桜
の
枝
な
ど
の
除
去
作
業
を

行
い
、
続
い
て
本
丸
の
先
端

で
資
料
館
の
芦
部
館
長
に
松

岡
城
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ

「
秋

の
陣
」
、
弓
と
矢
は
役
員
が

手
作
り
、
的
に
向
け
て
矢
を

射
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
の
子
供
さ
ん
は
弓
矢
で
遊

ぶ
こ
と
は
な
い
の
で
愛
護
会

の
会
員
が
矢
の
つ
が
え
方
な

ど
の
指
導
を
行
い
、
初
め
て

の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
続
い
て
二
の
堀
を
下
り
、

駆
け
上
が
り
敵
を
攻
め
る
と

い
う
体
験
を
実
施
。
堀
の
上

に
は
新
聞
紙
を
丸
め
て
石
礫

に
見
立
て
た
武
器
を
持

っ
た

守
り
要
員
を
配
置
、
な
か
な

か
敵
陣
に
た
ど
り
着
け
な
い

体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
さ
ん
が
す

ご
く
喜
ん
で
楽
し
ん
で
く
れ

た
こ
と
が
幸
い
で
す
。

●
=●
●●●●●

委
員
会
活
動
報
告

私
達
土
木
委
員
会
は
、　
一

区
二
名
、
他
区
各

一
名
の
計

七
名
で
構
成
し
、
地
区
内
の

道
路

・
水
路
等
を
維
持
改
善

す
る
為
の
年
度
地
区
計
画
策

定
に
於
い
て
、
工
事
要
望
箇

所
の
視
察
検
討
に
始
ま
り
、

実
施
時
の
立
ち
会
い
、
進
捗

確
認
と
い
っ
た
流
れ
に
関
わ

ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

他
に
春
秋
の
里
道
作
り
実

施
案
内
、
未
舗
装
道
路
補
修

用
敷
砂
利
搬
入
、
舗
装
道
路

補
修
要
望
集
約
と
実
施
案
内
、

通
学
路
の
草
刈
枝
払
い
作
業
、

降
雪
前
の
融
雪
剤
申
請
と
各

所
配
布
と
い
っ
た
定
期
的
な

活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

毎
年
年
度
策
定
さ
れ
る
地

区
計
画
に
於
い
て
は
、

要
望
取
り
ま
と
め
か

ら
町
ヒ
ア
リ
ン
グ
ま

で
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、
区
民

か
ら
の
要
望
が
ひ
と
つ
で
も

多
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
発
言

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
又
、

年
度
を
通
し
て
、
地
区
計
画

実
施
の
際
の
現
地
立
ち
会
い
、

進
捗
完
成
の
確
認
を
し
て
お

り
ま
す
。
委
員
間
の
情
報
共

有
や
問
題
箇
所
の
発
見
、
情

報
収
集
の
場
と
す
べ
く
、
委

員
連
絡
会
議
を
都
度
行
い
、

確
実
な
施
設
環
境
維
持
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

皆
様
の
要
望
を
す
べ
て
反

映
し
実
現
さ
せ
る
事
は
叶
い

ま
せ
ん
が
、
生
活
安
全
性
確

保
の
為
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●●●●●●●●
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山
神
社
の
春
の
大
祭
を
盛
大

に
開
催
で
き
る
よ
う
幹
事

一

同
精

一
杯
努
め
て
参
る
所
存

で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
平
成
の
御

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

代
最
後
の
春
の
大
祭
の
獅
子

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
曳
き
の
子
供
達
、
日
程
も
決

昨
年
の
定
期
総
会
に
て
、
　
ま
り
ま
し
た
。

幹
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
二
　
　
一二
月
六
日
稽
古
初
め
、
三

区
の
塩
沢
で
す
。
　
　
　
　
　
月
十
七
日
屋
台
準
備
作
業
、

区
民
の
皆
様
方
な
ら
び
区

二
十
二
日
稽
古
納
め
、
二
十

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

幹
事
長

塩

沢

基

裕

役
員
の
方
々
の
お

力
添
え
を
頂
き
、

こ
の
伝
統
あ
る
萩

證※遷鍵蜜楽毬

一
　

・

，
　
，
．　
‥

〓

〕
，
１

三
日
宵
祭
り
、
二
十
四
日
本

祭
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
絆
が

一
層
深
ま
り
、

良
き
伝
統
が
末
永
く
伝
承
さ

れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

幹

事
会

役

員

幹

事

長

二
区

塩

沢

基

裕

副
幹
事
長

三
区

佐

藤

増

一

同

　

一
区

山

本

智

治

会
計
幹
事

六
区

岩

崎

　

進

副
　
同

四
区

林

　

秀

俊

備
品
幹
事

四
区

松

原

睦

浩

副
　
同

五
区

伊
奈
川
邦
彦

総
務
幹
事

二
区

大

沢

正

彦

同

　

五
区

岡

沼

朋

宏

同

　

二
区

倉

沢

和

彦

同

　

六
区

中

村

孝

公

五
区

原

　

文

夫

二
区

宮

入

正

男

二
区

市

岡

義

久

三
区

矢

澤

克

浩

五
区

竹

村

　

進

四
区

木

村

彰

宏

一
区

原
　
美
智
也

獅

子

部

囃

子

部

同 同 同 部

副 副 副 長

同 同 部

副 副 長

獅

子
曳

き
部

部
　
長

一
区

同
　
副

三
区

相

談

役

二
区

本

会

計

六
区

今

川

実

章

尾

崎

　

晃

長

尾

敏

一

村

澤

哲

夫

御
柱
木
遣
り
・劇
哄
保
存
会

幹
事
長

上

沼

基

広

十
二
月
、
萩
山

神
社
の
御
柱
祭

に
、
木
遣
り
と

別
吠
の
共
演
を
郷
土
芸
能
と

し
て
伝
承
し
、
区
民
祭
と
し

て
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
「
御
柱
木
遣
り
・
劇
吠
保

存
会
」
が
現
在

の
形
と
な

っ

て
発
足
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

老
若
男
女
総
勢
五
十
名
程

が
、
萩
の
郷
ま

つ
り
な
ど
で

披
露
し
、
四
年
後
の
式
年
御

柱
祭
に
向
け
て
練
習
し
て
い

ま
す
。
我
こ
そ
と
思
う
方

一
緒
に

木
遣
り
唄
で
大
声
を
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

七
年
に

一
度
、
申

・
寅
年

に
行
わ
れ
る
萩
山
神
社
式
年

御
柱
祭
。
前
回
は
平
成
二
十

八
年
二
月
二
十
七
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
御
柱
と
大
縄
と

区
民
衆
、
総
延
長
６０

ｍ
ほ
ど

の
祭
列
を
、
木
遣
り
唄
と
劇

吹
で

一
気
に
動
か
し
ま
す
。

下
市
田
に
は
、

「
独
特

の
御
柱
木

遣
り
唄
」
が
あ
り

保
存
会
を
発
足
さ

せ
た
が
、
３６
災
害

以
降
消
滅
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
昭

和
四
十
年
代
に
下

諏
訪
の
諏
訪
大
社

へ
、
申

・
寅
年
生

ま
れ
の
諸
先
輩
が

木
遣
り
を
習
い
に

行
き
、
現
在
そ
の

木
遣
り
を
唄

っ
て

御
柱
を
曳
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年

口L日|

ヽ

〈)   0   0

」       (li)

御
柱
木
遣
リ

劇
哄
保
存
会

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

監
口
未Ｈ
把
卍
生
口
圭
日

監
査
委
員
長

松

下

博

人

平
成
二
十
年
十

一
月
二
十

五
日
午
前
十

一
時
か
ら
御
柱

木
遣
り
・
劇
哄
保
存
会
の
決

算
報
告
を
受
け
、
幹
事
長

・

副
幹
事
長

・
会
計
の
立
ち
合

い
で
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

会
計
簿
の
記
載
、
領
収
書
等
・

通
帳
の
保
管
は
適
正
で
あ
る

と
認
め
ま
し
た
。

同
日
午
後

一
時
か
ら
萩
山

郷
土
芸
能
保
存
会
の
会
計
監

査

・
備
品
監
査

（備
品
台
帳

に
よ
る
書
類
監
査
）
を
幹
事

長
・
副
幹
事
長
・
備
品
幹
事
・

本
会
計

・
幹
事
会
計

・
相
談

役
の
立
ち
合
い
で
行
い
ま
し

た
。
会
計
は
本
会
計

・
幹
事

会
会
計
両
方
か
ら
報
告
が
あ

り
、
各
書
類
の
記
載

・
保
管

状
況
が
適
正
で
あ
る
と
認
め

ま
し
た
。
備
品
は
変
更
さ
れ

た
物
も
正
確
に
記
載
さ
れ
て

お
り
的
確
に
管
理
さ
れ
て
い

る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
各
活
動
に
対
す
る

収
入
の
増
加
が
検
討
課
題
と

考
え
ま
す
。
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△
〓

下
市
田
史
談
会
の
歩
み
に

つ
い
て
は
、
本
紙
第
９６
号
に

書
い
た
の
で
、
今
回
は
今
ま

で
の
歩
み
の
中
か
ら
二
つ
ほ

ど
の
と
り
組
み
を
あ
げ
、
書

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

下
市
田
の
歴
史
を
学
ぶ
講

演
会
の
開
催
。
毎
年

一
回
を

公
開
で
長
年
続
け
て
お
り
、

多
く
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

下
市
田
は
古
代
か

わヽ
座
光

寺
の
古
墳
、
伊
那
郡
衛
と
の

関
連
に
お
い
て
重
要
な
地
で

あ

っ
た
こ
と
を
知

り
、
今
の
南
大
島

川
に
よ

っ
て
の
市

町
界
で
、
下
市
田

は
何
に
つ
け
て
も

取
り
残
さ
れ
て
い

る
感
を
強
く
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
松
岡
氏

の
出
自
か
ら
戦
国

時
代
の
武
田
・
織

田
軍
の
伊
那

へ
の

侵
攻
。
徳
川
の
時

代
、
松
岡
氏
と
井

伊
氏
と
の
動
向
な

ど
多
く
を
研
修
し
、

郷
土
の
歴
史
に
関

心
を
深
め
る
こ
と

長

片

　

桐

　

　

猛

が
で
き
、
会
員
と

一
般
の
か

た
が
井
伊
谷
の
地

・
甲
斐

・

飯
伊
の
各
地
を
訪
ね
、
多
く

の
史
実
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

次
に
、
下
市
田
地
区
の
歴

史
遺
産
等
の
調
査
研
究
。
こ

の
こ
と
は
、
先
の

「
写
真
で

残
す
萩
の
郷
」
の
続
編
に
な

れ
ば
と
引
き
続
き
調
査
を
す

す
め
多
く
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
、
な
か
で
も
荒
神
社
奉

献
で
明
治
時
代
の

「
木
板
養

蚕
絵
図
」
が
見
出
さ
れ
、
飯

伊
で
は
、
こ
の
類
の
も
の
は

今
の
と
こ
ろ
見
る
こ
と
が
な

い
と
の
話
も
あ
り
、
貴
重
な

文
化
財
と
し
て
、
評
価
さ
れ

る
も
の
と
思
い
保
存
に
勉
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
今
年
度

で
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
の
世
の
終
り
に
、
六

十
二
年
の
会
の
歩
み
に
想
い

を
深
め
、
下
市
田
の
み
な
さ

ん
に
多
く
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
も
会
の
趣
意

に
そ

っ
て
努
め
な
け
れ
ば
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

郷上の歴史を学ぶ講演会

荒神社奉献「木板養蚕絵図」

(下市田区民会館保管)

×XXXXXX

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十

一
年
は
大
変
天

候
も
良
く
、
二
年
参
り
も
多

く
の
区
民
の
皆
様
の
参
拝
が

あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、

私
共
六
名
の
総
代
が
新
し
く

萩
山
神
社
の
運
営
に
当
た
る

事
と
な
り
ま
し

た
。
区
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
神
社

費
値
上
げ
に
つ

き
ま
し
て
昨
年

十
二
月
の
代
議

員
会
に
て
承
認

を
頂
き
、
今
年

度
よ
り
値
上
げ

を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、

私
共
総
代

一
同

経
費
削
減
に
努

め
、
境
内
の
保

全
安
全
に
努
め

て
参
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
総
代

萩
山
神
社
新
総
代
挨
拶

氏
子
総
代
長
　

昌́
　

田
　
　
　
一紘

XXXXXXX

の
任
期
も
今
ま
で
は
四
年
任

期
の
十
二
月
よ
り
、
翌
年
の

十
二
月
ま
で
で
し
た
が
、
区

と
同
じ
様
に
四
月
よ
り
、
翌

年
の
二
月
ま
で
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
神
社
の
祭
事
で

す
が
、　
一
月
の
元
旦
祭
、
三

月
の
春
季
例
大
祭
、
八
月
の

風
祭
、
九
月
の
秋
季
例
大
祭

に
御
射
山
祭
、
十

一
月
の
七

五
三
ｏ
新
嘗
祭
、
十
二
月
の

大
祓
い
祭
と
多
く
の
祭
事
が

あ
り
ま
す
。

萩
山
神
社
は
大
変
歴
史
も

古
く
、
先
輩
の
皆
様
が
築
い

て
き
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

現
代
に
合

っ
た
神
社
に
な
る

よ
う
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

氏
子
の
皆
様
の
平
穏
な
日
々

と
災
い
の
無
い
萩
の
郷
で
あ

る
こ
と
を
願
い
、
総
代

一
同

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヽ
・
■
，
イ
ご

会計部長 六区

大 蔵 隆 廣

総務部長 五区

下 井 昭 廣

副総代長 三区

林  宏 之

総務部長 四区

加 藤 茂 美

総 代 長 一区

富 田  紘
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風
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晴
人
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後

初ヽ
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の
出

初
詰

使
廉
ね
が

い
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P

レ

で
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主
婦
業
も

ｔ
体
し
た

い
な

お
二
月

「
ね
ぇ
ま
だ
？
」
と
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よ
り
先
に
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薇
る
頬
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●

焼

い
て
来
て

姜
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ら
渡
さ
薇

ど
ん
ど
焼
き

寝

二
月
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に
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二
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あ
り
が
と
う
の
一言
　
　
】い・設）「↑∝ほα

二
区

宮

入

孝

則

い
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
結
婚
し
て
九
年
目
に

　

昨
今
は
共
働
き
の
世
帯
が

な
り
ま
す
が
、
こ
の
九
年
間

増
え
て
き
て
、
家
事
の
分
担

妻

へ
「あ
り
が
と
う
」
と
言

っ
　
は
当
た
り
前
と
な

っ
て
き
て

た
の
は
何
回
あ
っ
た
の
で
し
ょ
　
い
ま
す
。
我
が
家
も
共
働
き

う
か
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、　
で
家
事
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

気
持
ち
は
あ

っ
て
も
言
葉
に

私
は
お
風
呂
掃
除
を
受
け
持

は
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と

ち
、
朝
風
呂
の
つ
い
で
に
掃

の
方
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま

除
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

す
。　
一
方
、
妻
は
私
に

「
あ

私
に
妻
は
毎
回

「
い
つ
も
掃

除
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と

一
声
か
け
て
く
れ
ま
す
。

私
が
お
昼
ご
飯
や
晩
ご
飯
を

作

っ
た
時
に
も

「
料
理
し
て

平
成
を
ふ
り
返
って
　
　
醐ｃいしヽり「げ日裁

五
区

花

井

芳

秋

と
出
会
い
結
婚
。
現

平
成
と
言
う
時
代
が
四
月

在
二
十
歳
の
長
男
を
筆
頭
に

で
幕
を
お
ろ
そ
う
と
し
て
い
　
二
男
五
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ

ま
す
。
私
の
平
成
二
十
年
を

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
の
両

ふ
り
返

っ
て
見
る
と
沢
山
の
　
親
は
相
次
い
で
病
に
倒
れ
逝

っ

重
要
な
出
来
事
が
起
き
て
い
　
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
長
年
勤
務
し
て
い

平
成
の
幕
明
け
と
共
に
、
　

た
会
社
を
辞
め
た
事
。　
一
生

新
天
地
で
あ
る
高
森
町
に
新

こ
の
会
社
で
や
る
と
決
め
て

居
を
構
え
、
当
時
は
両
親
と
　
い
た
の
で
、
人
生
の

一
大
転

二
人
で
気
持
ち
も
新
た
に
、
　
機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

生
活
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し

昨
年
長
男
が
結
婚
し
、
五
月

て
平
成
八
年
、
当
時
勤
務
し
　
に
は
我
が
家
に
初
孫
が
誕
生

て
い
た
会
社
の
命
を
受
け
中

し
ま
す
。

国
に
出
向
。
担
当
し
て
い
た

　

振
り
返
え
れ
ば
、
色
々
な

L上 ノ医」
く
れ

て
あ
り

が
と
う
」
や

「
美
味
し

い
よ
」
と
言

っ
て

く
れ
ま
す
。
私
が
洗
濯
物
を

干
し
た
り
し
て
も

「
あ
り
が

と
う
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。

ほ
ん
の
些
細
な
事

で
す
が
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
を
言

っ
て
も
ら
え
る
だ
け

で
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。

私
は
と
い
う
と
、
料
理
を

作

っ
て
く
れ
て
い
る
妻
に
対

し
て
「あ
り
が
と
う
」
と
言

っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
掃
除
や
洗
濯
を
し
て
く

れ
て
い
る
妻
に
対
し
て
も
言
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
感

謝
の
気
持
ち
が
な
い
わ
け
で

は
な
く
、
そ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
直
接

「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
言
葉
に
で
き
て
い
な

事
が
有
り
ま
し
た
が
、
や

つ

ぱ
り
妻
が
日
本
に
来
て
く
れ

た
事
が

一
番
う
れ
し
い
出
来

事
で
し
た
。
当
時
妻
の
実
家

の
あ
る
田
舎
に
は
、
日
本
人

が
来
る
事
も
な
く
、
戦
中
戦

後
の
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
を

持

っ
て
い
る
人
々
も
沢
山
い

る
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
全
て
を
受
け
入
れ

て
日
本
べ
送
り
出
し
て
く
れ

た
御
両
親
と
私
を
信
じ
て
全

て
を
捨
て
て
日
本

へ
来
る
事

を
決
断
し
て
く
れ
た
妻
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
あ
と
も
苦
労
の
か
け

っ

ぱ
な
し
で
し
た
が
。

新
し
い
元
号
と
な
り
、
子

供
達
も

一
人
又

一
人
と
こ
の

家
を
巣
立

っ
て
い
っ
た
あ
と
、

妻
と
二
人
で
ゆ

っ
く
り
と
歩

ん
で
来
た
こ
の
激
動
の
平
成

史
を
ふ
り
返
え
る
事
が
出
来

る
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

い
だ
け
で
し
た
。

来
年
は
結
婚
し
て
十
年
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
先

二
十
年
、
三
十
年
と
夫
婦
円

満
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
日

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ
―

誘

っ
て
く
れ
た
の

へ
お
い
で
よ
〃
と

下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
　
か
も
し
れ
な
い
ね
」

三
区

村

山

奈

緒
美

な
ど
と
話
し
て
い

喬
木
出
身
の
主
人
と
飯
田

ま
す
。

出
身
の
私
。
子
ど
も
が
保
育

　

ま
た
暖
か
く
な

っ
た
ら
子

園
に
上
が
る
ま
で
に
よ
い
家

ど
も
た
ち
と
ゆ

っ
く
り
散
歩

を
と
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
　
に
出
か
け
て
、
ひ
と
つ
ず
つ

偶
然
に
も
親
類
の
い
る
こ
の
　
町
並
み
を
覚
え
た
い
な
、
と

下
市
田
に
見

つ
け
る
こ
と
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

頃
か
ら
妻

へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
そ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
し

っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
ま
し
た
。

書
庫
や
染
織
工
房
、
屋
根

裏
部
屋
ま
で
付
い
た
わ
く
わ

く
す
る
家
に
越
し
て

一
年
半
。

下
市
田
保
育
園
に
通
う
二
人

の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で

駆
け
回

っ
て
い
ま
す
。

引

っ
越
し
が
決
ま

っ
て
ほ

ど
な
く
、
庭
で
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
四

つ
葉
の
ク

ロ
ー

バ
ー
。
気
さ
く
で
優
し
い
常

会
の
皆
さ
ま
。
区
内
に
私
の

働
き
口
も
見

つ
か
り
、
ま
る

ご
と
収
穫
祭
で
は
子
ど
も
に

牛
肉
を
頂
き

（
／
）
…
。

恋

人
時
代
、
本
と
パ
ン
を
持

っ

て
丸
山
公
園
で
デ
ー
ト
し
て

い
た
私
た
ち
で
し
た
の
で
、

「
か
き
ま
る
く
ん
が

″
こ
こ

実
家
住
ま
い
が
長
く

マ
イ

ペ
ー
ス
な
私
た
ち
で
す
が
、

こ
の
ご
縁
を
大
切
に
暮
ら
し

て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
子
ど
も

共
々
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ラ
グ
ビ
ー
と
ぼ
く
　
　
　
“け
％
の

小
三
　
小

高

陽

文

（四
区
）

も
体
力
を

ぼ
く
が
今
、　
一
生
け
ん
命

使
い
ま
す
。
ぼ
く
は

が
ん
ば

っ
て
い
る
こ
と
は
ラ

強
く
な
り
た
い
の
で
、

グ
ビ
ー
で
す
。
ぼ
く
は
友
達

体
か
ん
ト
レ
ー
ニ
ン

に
さ
そ
わ
れ
て
、
五
才
の
時

グ
を
し
た
り
、
ス
イ

に
上
郷
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
　
ミ
ン
グ
に
通

っ
て
持

に
入
り
ま
し
た
。
毎
週
土
曜

久
力
が
つ
く
よ
う
に

の
午
後
に
天
白
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
遠
征
や
大
会
で
他
の

ラ
グ
ビ
ー
は
、
タ
ッ
ク
ル
　
チ
ー
ム
に
勝

っ
た
と

を
し
た
り
さ
れ
た
り
、
ス
テ
ッ
　
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

プ
で
左
右
に
移
動
し
た
り
、
　

す
。
夏
の
菅
平
合
宿
で
強

い

全
力
で
走

っ
て
ト
ラ
イ
し
た

わたしの作文

ば<の作文

障

伝
統
を
受
け
継
ぐ
　
　
　
　
／てもヽ
大ヽ
，きス
一
写

中
二

宮

下

咲

良

（五
区
）

が

ヽ
ｒ
か
や

年
始
の
伝
統
行
事
で
あ
る

り
作
り
に
は
、
小
学
生
か
ら

「
ほ
ん
や
り
」
は
、
私
の
住

ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で
、
幅
広

む
五
区
で
も
毎
年
行
わ
れ
て
　
い
年
代
の
み
な
さ
ん
が
参
加

い
ま
す
。
私
は
五
区
の
ほ
ん

し
ま
す
。
小
学
生
は
、
正
月

や
り
を
、
と
て
も
誇
り
に
思
っ
　
飾
り
を
集
め
、
ほ
ん
や
り
の

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私

・飾
り
を
作
り
ま
す
。
私
達
中

達
の
地
区
の
ほ
ん
や
り
は
と

学
生
は
、
材
料
と
な
る
竹
を

用
意
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の

ご
指
導
や
ご
協

力
に
よ

っ
て
、

大
き
な
ほ
ん
や

り
を
作

っ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
、

チ
ー
ム
と
試
合
を
し
た
り
、

み
ん
な
で
お
風
呂
に
入

っ
た

り
、
買
い
物
に
行
く
の
も
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
雨
で

練
習
が
中
止
に
な
る
と
ガ

ッ

カ
リ
し
ま
す
。
ぼ
く
は
ラ
グ

ビ
ー
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ず

っ
と
続
け
て
い

っ

て
、
も

っ
と
も

っ
と
強
く
な

り
た
い
で
す
。

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ

ッ
プ
が
日
本
で
開
か
れ

る
の
で
、
も

っ
と
も

っ
と
ラ

グ
ビ
ー
が
も
り
上
が

っ
て
、

ス
ク
ー
ル
の
仲
間
が
ふ
え
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

■■■

ほ
ん
や
り
こ
そ
が
、
地
域
を

継
い
で
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、

伝
統
と
し
て
受
け
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
に
加
え
て
、

地
区

の
青
壮
年
団

で
あ

る

「
双
葉
会
」
の
み
な
さ
ん
も

協
力
し
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、
次
の
世
代

へ
と
伝
統
の
知
恵
が
引
き

つ

が
れ
る
姿
を
私
達
は
間
近
で

見
て
い
ま
す
。

私
も
大
人
に
な

っ
た
と
き
、

こ
の
よ
う
に
、
ほ
ん
や
り
作

り
に
参
加
し
、
地
域
に
貢
献

し
た
り
、
伝
統
を
守

っ
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

一区
の
紹
介
　
　
　
脚郵紛凱議嘲

子
供
御
輿
の
誕
生

　

称
伽
コ
畔
側
ぎフ

自
治
会
長

松

田

忠

弘

易
い
様
に
工
六

分
館
事
業
と
し

当
日
子
供
達
が
飾
り
を
貼

っ

て
五
月
に

「
親
子

た
り
取
り
付
け
た
り
親
子
で

ふ
れ
あ
い
教
室
」

楽
し
み
な
が
ら
二
基
が
完
成
。

を
実
施
、
三
十
年

子
供
達
の
豊
か
な
感
性
が
作

度
内
容
検
討
に
入

り
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
。

り
、
以
前
古
老
か

夏
祭
り
が
待
ち
遠
し
く
な
り

ら
子
供
御
輿
を
作
り
夏
祭
り

を
盛
り
上
げ
た
ら
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
戴
き
、
子
供
を
中

心
に
親
子
で
作
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

手
探
り
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、

ネ

ッ
ト
で
調
べ
段
ボ
ー
ル
を

利
用
し
熊
谷
副
自
治
会
長
が

苦
心
し
屋
根
の
勾
配
を
見
事

に
仕
上
げ
本
体
が
完
成
。
較

ま
し
た
。
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ

「
な
で
し
こ
会
」

に
作

っ
て
頂
い
た
カ
レ
ー
を

皆
で
食
べ
完
成
を
祝
う
。

本
番
は
二
回
の
出
陣
で
打

ち
上
げ
花
火
の
下
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
世
界
で

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が
二
基
子

供
達
の
心
に
残

っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
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イ
●
〓
，
，
，
　
か
来
場
さ
れ
、

三
千
百
食
を
配
布
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
お
し
る
こ

は
配
布
開
始

一
時
間
前
か
ら

一
回
三
百
食
を
作
れ
る
大
き

な
鍋
で
湯
を
沸
か
し
、
餡
が

焦
げ
な
い
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る

混
ぜ
て
、
甘
さ
も
程
好
く
作

り
ま
す
。
お
餅
は
網
で
焼
き

ま
す
が
焦
げ
目
が
少
し
着
く

位
に
焼
く
の
が
美
味
し
い
と

さ
れ
、
頃
合
い
を
見
て
餅
を

裏
返
す
業
は
先
輩
達
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
だ
そ
う
で
す
。

私
は
盛
り
付
け
を
二
人
で

担
当
し
二
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
配
布
三
十
分
前
か
ら
行

列
を
作

っ
て
待

っ
て
い
る
お

客
様
の
た
め
に
す
ば
や
く
盛

る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
難
し
く
、
カ

ッ
プ
に
餅

を
入
れ
お
玉
で
す
く
う
汁
に

あ
ん
こ
が
少
々
入
る
様
に
盛

り
付
け
ま
す
。

コ
ス
プ
レ
の
支
館
長
さ
ん

を
始
め
三
～
四
人
で
呼
び
込

み
や
並
ん
で
待

っ
て
い
る
人

達
に
待
ち
時
間
や
残
り
の
配

布
数
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、

女
性

ス
タ

ッ
フ
が
笑
顔
で
対

応
し
て
、
お
客
様
か
ら

「
う

ま
い
」
「
美
味
し
い
」
の
声
を

頂
き
、
下
市
田
支
館
総
勢
二

十
数
名
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良

く
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

（土
岐
哲
生
記
）

再
建
さ
れ
た
歴
史
あ
る

‐

平
成
二
十
年
十

一
月
十

一　
大
吟
醸
と
純
米
大
吟
醸
を
試

日
、
日
本
海

能
生

へ
下
市
田

飲
し
、
思
い
の
詰
ま

っ
た
味

支
館
編
集
委
員
の
研
修
旅
行

を
堪
能
し
ま
し
た
。

に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
天
候

　

お
昼
は
、
蟹
づ
く
し
の
海

に
も
恵
ま
れ
、
車
窓
か
ら
綺

の
幸

に
舌
鼓
〃

上
越
水
族

麗
な
紅
葉
を
見
な
が
ら
、
目

館

「
う
み
が
た
り
」
で
は
、

的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
　
　
可
愛
い
ペ
ン
ギ
ン
や
、
イ
ル

始
め
に
訪
れ
た
糸
魚
川
の
　
力
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
と

加
賀
の
井
酒
造
は
、
創
業
三
　
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

百
六
十
八
年
の
老
舗
の
酒
造

　

普
段
感
じ
る
こ
と
が
出
来

で
、
二
年
前
の
大
火
で
建
物

な
い
海
辺
の
雰
囲
気
に
触
れ

が
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が

一新
潟
の
良
さ
を
感
じ
た
充
実

焼
け
ず
に
残

っ
た
明
治
時
代

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ＴＩ
Ｉ
‡
―
ｌ
ｌ
ｌ

区

民

会

館

大

掃
…

除

に
“
Ⅷ
詢
衛
動
卦
綬

十
二
月
二
日
、
午
後
二
時

い
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
区
民
会
館
の
大
掃
除
が

　

様
々
な
行
事
で
地
域
の
皆

各
区

の
分
館
長

・
主
事

・
支

様
に
利
用
さ
れ
て
い
る
区
民

館
三
役
・
支
館
部
員
で
行
わ

会
館
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

れ
ま
し
た
。　
一
階
三
階
の
各

も
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い

部
屋
を
は
じ
め
、
リ
フ
ォ
ー

た
だ
け
た
ら
と
思

っ
て
お
り

ム
し
た
大
広
間

・
ト
イ
レ
・

ま
す
。
　
　
　
　
菅
沼

記

台
所

・
外
回
り

ｏ

玄
関

・
窓
ふ
き

・

蛍
光
灯
な
ど
の
掃

除
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
手
際
の

よ
い
作
業
で
、　
一

時
間
三
十
分
ほ
ど

で
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

の
蔵
を
見
る
事
が
出
来

し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
今
年
二
月
に
　
　
　
　
　
　
　
上
沼

記

一編
集
後

記
一

平
成
最
後
の
年
、
厳
し
い

寒
さ
の
中
で
迎
え
た
初
日
の

出
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
頂
き

か
ら
輝
き
と
と
も
に
萩
の
郷

に
明
る
い
日
差
し
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年

一
年
が

平
穏
で
区
民
の
皆
様
に
と

っ

て
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
し
ま
す
。

今
回
の

「
萩

の
郷
」
１０２
号

は
今
の
編
集
委
員
会
で
は
最

後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
二

年
間
、
区
民
の
皆
様
と

一
緒

に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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